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〔
民
法
　
八
〕
　
村
長
の
借
入
金
受
領
行
爲
と
表
見
代
理

（
襲
螺
謹
縫
鶏
塗
）

　
【
判
示
事
項
】
　
地
方
公
共
團
膿
の
長
の
借
入
金
受
領
行
爲
と
民
法
二
〇
條

の
類
推
適
用

　
【
参
照
條
交
】
　
地
方
自
治
法
］
四
九
條
、
一
七
〇
條
、
民
法
一
一
〇
條

　
【
事
實
】
　
昭
和
二
六
年
四
月
二
日
、
青
森
縣
Ψ
村
の
村
議
會
に
お
い
て
、
一

般
會
計
の
歳
入
調
整
の
た
め
、
大
藏
省
預
金
部
ま
た
は
一
般
銀
行
か
ら
二
五
〇

萬
圓
以
内
の
借
入
金
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
旨
を
決
議
し
、
同
年
五
月
二
一

日
、
當
時
の
同
村
村
長
W
は
、
右
決
議
抄
本
を
た
ず
さ
え
、
青
森
縣
町
村
吏
員

恩
給
組
合
貿
に
赴
き
、
右
決
議
抄
本
を
呈
示
し
、
V
村
の
名
に
お
い
て
五
〇
萬

圓
の
借
入
を
申
入
れ
た
と
こ
ろ
、
刃
は
こ
れ
に
懸
諾
し
て
、
所
要
關
係
書
類
を

作
成
し
、
印
時
同
所
に
お
心
て
右
金
員
を
Y
に
交
付
し
た
。
そ
の
後
、
Ψ
村
は

町
村
合
併
に
よ
り
Y
町
と
攣
り
、
ま
た
吏
員
恩
給
組
合
刃
は
職
員
恩
給
組
合
X

に
攣
つ
た
。
X
よ
り
Y
に
た
い
し
、
右
貸
金
の
返
還
を
講
求
。
Y
は
、
現
金
出

納
の
権
限
な
き
村
長
V
が
輩
掲
に
借
入
金
を
受
領
し
、
そ
の
樺
限
あ
る
牧
入
役

剣
　
例
　
砺
　
究

が
受
領
し
な
か
つ
た
の
だ
か
ら
、
V
に
つ
い
て
清
費
貸
借
は
成
立
せ
ず
、
し
た

が
つ
て
Y
に
は
返
還
債
務
は
な
い
と
抗
辮
す
る
。
X
は
、
ツ
の
受
領
行
爲
に
つ

い
て
表
見
代
理
の
適
用
あ
る
べ
き
旨
を
主
張
す
る
。

　
第
一
審
は
、
村
長
W
が
借
入
金
を
受
領
し
た
だ
け
で
、
Ψ
村
の
牧
入
役
に
お

い
て
こ
れ
を
受
領
し
た
旨
の
主
張
も
立
謹
も
な
い
本
件
の
場
合
に
は
、
Ψ
の
金

五
〇
萬
圓
受
領
は
、
Ψ
村
に
た
い
し
て
そ
の
効
力
が
な
く
、
し
た
が
つ
て
X
と

Ψ
と
の
あ
い
だ
に
は
潰
費
貸
借
契
約
が
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
が
、

さ
ら
に
、
　
「
匁
が
、
Ψ
村
の
代
表
者
た
る
村
長
Ψ
に
、
本
件
借
入
金
を
受
領
す

る
権
限
を
有
す
る
も
の
と
信
じ
た
こ
と
は
・
ま
こ
と
に
そ
の
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、

こ
の
場
合
、
右
刃
に
封
し
、
調
査
粗
漏
の
過
失
を
答
む
る
は
、
甚
だ
過
酷
、
失

當
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
刃
の
右
の
如
き
誤
信
は
、
一
に
、

Ψ
村
の
前
記
借
入
金
決
議
に
由
來
し
、
而
も
Ψ
村
の
代
表
者
た
る
村
長
Ψ
が
、

右
決
議
の
成
立
を
謹
す
る
決
議
書
抄
本
を
呈
示
し
た
以
上
、
貸
主
と
し
て
は
こ

七
一

（
一
一
一
七
）



　　　　　　　貸金請求
職員恩給組合X一畿一〉Y町

禦
　
例
　
研
　
究

　　　　　　　　入

監
督
す
る
「
権
限
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
、

項
、
一
四
九
條
四
號
に
明
定
す
る
と
こ
ろ
で
、

灌
限
が
あ
る
と
信
じ
た
と
す
れ
ば
、

　
図
「
從
來
の
到
例
に
徴
す
る
と
、

す
る
の
は
、
輩
に
法
律
の
誤
解
に
よ
り
、

く
、
法
定
代
理
入
の
灌
限
補
充
行
爲
の
存
否
に
付
て
誤
解
が
あ
り
、

誤
解
が
尤
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
い

れ
等
に
つ
き
調
査
確
認
す
れ
ば
充
分
で
あ
つ

て
、
更
に
進
ん
で
、
同
村
長
に
該
借
入
金
に

つ
き
交
渉
の
槽
限
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ

を
受
領
す
る
権
限
が
な
い
と
い
う
が
如
き
、

法
律
上
困
難
な
問
題
を
、
決
定
的
に
調
査
究

明
す
る
注
意
義
務
を
要
求
す
る
が
如
き
は
、

取
引
上
要
當
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
漸

じ
、
X
の
請
求
を
み
と
め
た
。
ー
Y
控
訴
。

　
第
二
審
た
る
仙
豪
高
裁
で
も
、
第
一
審
到

決
を
支
持
し
て
、
Y
敗
訴
。
Y
は
、
さ
ら
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
つ
て
上
告
。

　
【
上
告
理
由
】
ω
村
長
に
借
入
金
受
領
の

権
限
が
あ
る
か
な
い
か
は
、
法
律
上
困
難
な

問
題
で
は
な
い
。
地
方
自
治
盟
の
事
務
の
中

「
出
納
そ
の
他
會
計
事
務
」
は
、
牧
入
役
の

專
構
に
ぞ
く
し
、
自
治
騰
の
長
は
、
軍
に

「
牧
入
及
び
支
出
を
命
令
し
並
び
に
會
計
を

　
　
　
　
　
　
　
地
方
自
治
法
一
七
〇
條
一

　
　
　
　
「
翼
が
村
長
Ψ
に
借
入
金
受
領
の

　
そ
れ
は
法
律
の
不
知
に
基
く
の
で
あ
る
。
」

　
法
定
代
理
人
に
民
法
第
二
〇
條
を
適
用

　
　
　
灌
限
が
あ
る
と
信
じ
た
場
合
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
且
つ
そ
の

七
二

へ
一

八
）

　
③
「
公
共
團
盤
に
於
て
は
代
表
者
の
穫
限
は
法
令
上
明
で
あ
り
、
且
つ
代
表

者
の
行
爲
は
直
ち
に
公
共
の
福
祉
に
繋
る
の
で
、
第
一
審
到
決
の
如
く
簡
軍
に

考
え
る
べ
き
で
な
い
。
」

　
㈲
「
刃
は
、
構
成
員
が
地
方
自
治
腔
で
代
表
者
は
町
村
長
よ
り
選
ば
れ
、
地

方
自
治
髄
の
職
員
に
關
す
る
仕
事
を
取
扱
う
團
騰
で
あ
る
か
ら
、
一
般
人
よ
り

・
：
・
知
識
・
経
験
が
深
く
、
且
つ
實
際
仕
事
を
澹
當
し
た
事
務
局
長
…
…
は
青

森
縣
…
－
町
長
で
、
叉
書
類
の
作
成
に
當
つ
た
…
：
ほ
永
く
縣
臆
に
奉
職
し
た

者
で
あ
る
…
…
か
ら
、
假
り
に
村
長
に
金
員
受
領
の
灌
限
が
あ
る
と
考
え
た
に

し
て
も
、
そ
れ
は
重
大
な
過
失
に
基
く
も
の
で
、
民
法
第
二
〇
條
を
適
用
す

べ
き
で
な
い
。
」
さ
ら
に
「
議
會
に
於
て
は
…
…
大
藏
省
預
金
部
叉
は
銀
行
を

借
入
先
と
定
め
た
の
で
…
－
文
は
、
こ
の
黙
及
用
途
、
返
濟
計
書
叉
は
議
決
金

額
を
未
だ
他
よ
り
借
入
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
等
を
調
査
す
べ
ぎ
が
當
然
で
あ

る
が
、
何
等
調
査
を
爲
す
事
な
く
直
ち
に
貸
出
し
た
も
の
で
、
事
務
庭
理
が
極

め
て
粗
漏
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
㎝

　
【
判
旨
巳
　
Y
の
上
告
を
み
と
め
、
原
審
破
棄
。
仙
墓
高
裁
に
差
戻
。
高
橋
・

島
・
河
村
・
垂
水
・
石
坂
の
五
裁
到
官
の
全
員
一
致
。

　
「
原
判
決
當
時
に
お
い
て
も
普
通
地
方
公
共
團
騰
の
現
金
の
出
納
事
務
は
営

該
普
通
地
方
公
共
團
腱
の
牧
入
役
の
專
灌
に
麗
し
、
普
通
地
方
公
共
團
隆
の
長

に
お
い
て
は
牧
入
及
び
支
出
を
命
令
し
並
び
に
會
計
を
監
督
す
る
権
限
を
有
す

る
も
、
現
金
を
出
納
す
る
権
限
を
有
し
な
か
つ
た
こ
と
は
、
改
正
前
地
方
自
治

法
の
規
定
に
照
ら
し
明
ら
か
で
あ
る
。
從
つ
て
前
示
五
〇
萬
圓
の
金
員
を
前
示

村
長
に
お
い
て
借
受
け
て
そ
の
交
付
を
受
け
た
が
、
同
村
牧
入
役
が
右
金
員
を

受
領
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
何
等
主
張
立
謹
の
な
い
こ
と
第
一
審
到
決
の
到
示

の
如
く
で
あ
る
以
上
、
上
告
町
の
前
主
村
と
被
上
告
組
合
の
前
主
組
合
と
の
間



に
は
右
五
〇
萬
圓
に
つ
い
て
の
溝
費
貸
借
は
成
立
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
も
の

と
判
臨
し
た
第
一
審
到
決
は
正
當
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
普
通
地
方
公
土
ハ
團

腔
の
長
自
身
が
他
よ
り
の
借
べ
金
を
現
實
に
受
領
し
た
場
合
は
、
民
法
一
一
〇

條
所
定
の
『
代
理
人
が
そ
の
灌
限
を
超
え
て
灌
限
外
の
行
爲
を
な
し
た
場
合
』

に
該
當
す
る
も
の
と
し
て
、
同
條
の
類
推
適
用
を
認
め
る
の
が
相
當
で
あ
り

（
大
剣
昭
和
一
五
年
（
オ
）
八
一
五
號
同
一
六
年
二
月
二
八
日
言
渡
、
民
集
二
〇

巻
二
六
四
頁
参
照
）
、
こ
の
馳
に
關
す
る
第
一
審
到
決
は
是
認
で
き
る
。
し
か

し
、
前
艘
の
如
く
村
の
現
金
の
出
納
事
務
は
該
村
牧
入
役
の
專
樽
に
属
し
、
村

長
は
そ
の
権
限
を
有
し
な
い
こ
と
が
法
令
の
規
定
上
明
ら
か
で
あ
る
以
上
、
第

　
【
研
究
】
　
一
　
到
旨
は
、
正
當
で
あ
る
。
も
つ
と
も
、
内
容
的
に
は
、

　
本
件
は
、
從
來
、

意
義
を
有
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　
二
　
こ
の
種
の
事
件
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
到
例
は
、

　
醤
時
の
到
例
は
、
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
、

た
（
蒲
一
楚
訊
馨
謂
肌
義
麗
無
鴛
埜
、
頭
）
．

重
難
を
お
き
、
解
繹
的
に
は
、

味
で
、

が
つ
て

適
用
は
で
き
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
。
し
か
し
、

し
て
活
動
し
て
い
る
實
情
か
ら
は
、

　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

｝
審
到
決
が
、
た
ん
に
冒
頑
掲
記
の
よ
う
な
事
實
を
判
示
し
た
だ
け
で
、
何
等

特
殊
の
事
情
の
存
在
を
判
示
す
る
こ
と
な
く
、
た
や
す
く
、
被
上
告
組
合
の
前

主
組
合
は
、
上
告
町
の
前
主
村
の
村
長
が
前
示
金
員
を
受
領
す
る
灌
限
あ
り
と

信
じ
た
こ
と
に
つ
き
正
當
な
理
由
が
あ
る
と
判
噺
し
民
法
二
〇
條
を
類
推
適

用
し
て
上
告
町
の
前
主
村
の
責
任
を
認
め
た
こ
と
は
失
當
で
あ
る
。
し
か
ら

ば
、
被
上
告
組
合
の
前
主
組
合
の
請
求
を
認
容
し
た
第
一
審
判
決
を
肯
認
し
た

康
到
決
に
は
、
法
令
の
解
繹
適
用
を
誤
つ
た
か
、
も
し
く
は
審
理
不
審
、
理
由

不
備
の
違
法
が
あ
る
。
よ
つ
て
こ
の
馳
に
關
す
る
論
旨
は
理
由
あ
り
、
原
到
決

は
破
棄
を
冤
れ
な
い
。
」

こ
の
種
の
事
件
に
つ
い
て
み
と
め
ら
れ
て
き
た
表
見
代
理
の
法
理
を
、

や
や
物
足
り
な
く
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
、
な
い
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
い
つ
そ
う
精
密
に
す
る
も
の
で
、
き
わ
め
て
重
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
興
味
ふ
か
い
攣
化
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
村
に
何
ら
の
責
任
を
も
み
と
め
ず
、
し
た
が
つ
て
相
手
方
が
損
害
を
こ
う
む
る
結
果
と
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
理
由
は
、
政
策
的
に
は
、
地
方
公
共
團
艦
の
財
政
の
安
固
を
は
か
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
村
長
の
代
表
権
は
法
律
の
規
定
に
よ
つ
て
憂
の
箇
に
制
讐
れ
て
お
久
鯛
漏
黙
轡
難
Y
そ
の
意

民
法
上
の
團
艦
代
表
の
法
理
に
帥
し
た
責
任
－
理
事
の
代
表
権
を
完
全
な
も
の
と
豫
定
し
、
例
外
的
に
個
別
的
制
限
を
み
と
め
、
し
た

「
理
事
ノ
代
理
椹
二
加
ヘ
タ
ル
制
限
」
は
善
意
の
第
三
者
に
封
抗
で
き
な
い
も
の
と
す
る
構
成
ー
は
み
と
め
ら
れ
ず
、
民
法
五
四
條
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
立
場
に
つ
い
て
は
、
町
村
そ
の
他
の
地
方
自
治
髄
が
現
に
取
引
主
艦
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
り
に
も
無
責
任
だ
と
の
非
難
を
冤
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
財
政
の
安
固
を
は
か
る
こ
と
が
、
行
政
機
構
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
　
（
一
一
一
九
）



　
　
　
判
例
碍
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
四
　

（
一
一
二
〇
）

お
け
る
重
要
な
要
請
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
ぎ
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
そ
の
無
責
任
性
は
、
か
え
つ
て
そ
の
信
用
を
失
ラ
結
果
と
も
な
る

で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
町
村
に
、
私
的
取
引
に
お
け
る
責
任
を
み
と
め
る
べ
き
法
的
手
段
を
何
ら
か
の
形
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
わ

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
や
が
て
、
近
時
の
到
例
は
、
民
法
四
四
條
に
よ
る
不
法
行
爲
責
任
を
み
と
め
、
ひ
と
つ
の
轄
機
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
一
五
年
の
大
審

院
剣
決
は
、
町
會
で
総
額
八
萬
圓
を
銀
行
よ
り
借
入
れ
る
穰
限
を
町
長
に
附
與
す
る
決
議
を
し
た
こ
と
に
も
と
づ
い
て
、
町
長
が
す
で
に
そ
の
全

額
が
借
入
濟
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
別
に
他
の
銀
行
よ
り
町
名
義
で
金
鑓
を
借
入
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
民
法
四
四
條
の
類
推
適
用
に
よ
っ

て
町
の
賠
償
責
任
を
み
と
め
た
の
で
あ
る
（
舗
鍮
湘
程
匿
記
）
．
し
か
し
、
こ
の
よ
差
四
四
條
の
適
用
の
翁
荏
、
結
果
的
に
み
る

と
、
た
ん
な
る
不
法
行
爲
責
任
で
は
な
く
、
む
し
ろ
取
引
法
上
の
保
護
を
相
手
方
に
み
と
め
た
の
と
、
億
と
ん
ど
同
じ
効
果
を
も
た
ら
す
ば
か
り

で
な
く
、
さ
ら
に
、
五
四
條
に
お
け
る
相
手
方
の
「
善
意
」
、
　
一
一
〇
條
に
お
け
る
相
手
方
の
「
善
意
・
無
過
失
」
の
．
こ
と
き
要
件
か
ら
く
る
制

限
を
も
た
な
い
意
昧
饗
い
て
、
か
え
つ
て
不
合
擢
蟹
と
馨
お
そ
れ
星
ず
る
虜
ろ
λ
謂
鴛
警
翻
擬
軽
度
〉
．
こ
の
よ
鑑

疑
間
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
取
引
の
實
情
に
帥
し
て
、
率
直
に
取
引
法
上
の
表
見
代
理
の
法
理
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。　

果
せ
る
か
な
、
つ
い
で
、
到
例
は
、
一
一
〇
條
の
適
用
の
あ
る
べ
き
旨
を
明
示
す
る
に
い
た
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
一
六
年
の
大
審
院
剣
決

は
、
村
會
で
一
千
圓
借
入
の
決
議
を
し
た
の
を
奇
貨
と
し
て
、
七
千
圓
借
入
の
決
議
の
あ
つ
た
よ
う
に
決
議
書
を
儒
造
し
、
村
長
が
銀
行
か
ら
同

金
額
を
村
の
借
入
金
と
し
て
受
領
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
民
法
二
〇
條
に
よ
る
責
任
が
村
に
生
ず
べ
き
こ
と
を
み
と
め
た
（
款
刷
㍉
禰
肺
㌧
駄
斡

だ
酌
賂
一
一
）
。
つ
ま
り
、
同
條
に
い
わ
ゆ
る
「
代
理
人
力
代
理
樺
限
外
ノ
行
爲
ヲ
爲
シ
タ
ル
場
合
」
と
い
う
の
は
、
「
代
理
人
力
代
理
椹
限
外
ノ
行

爲
ヲ
爲
シ
タ
ル
総
テ
ノ
場
合
ヲ
指
構
ス
ル
モ
ノ
」
で
、
し
た
が
つ
て
「
代
理
椹
限
内
ノ
行
爲
ト
代
理
椹
限
外
ノ
行
爲
ト
ハ
必
ズ
シ
モ
代
理
槽
ア
ル

當
該
事
項
ト
同
種
類
ナ
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
ザ
ル
ハ
勿
論
、
代
理
人
ガ
代
理
灌
限
外
ノ
如
何
二
異
ナ
リ
タ
ル
事
項
二
付
、
叉
如
何
二
廣
範
園
二
代
理
人



ト
シ
テ
行
爲
シ
タ
ル
場
合
ト
難
、
或
種
ノ
事
項
二
付
若
干
ノ
代
理
穫
ヲ
有
ス
ル
場
合
ナ
ル
ニ
於
テ
ハ
、
同
條
二
所
謂
代
理
人
ガ
其
ノ
権
限
外
ノ
行

爲
ヲ
爲
シ
タ
ル
場
合
ト
云
フ
ニ
該
當
ス
ル
」
と
論
じ
、
あ
わ
せ
て
取
引
上
本
人
の
利
盆
の
保
護
の
た
め
に
は
、
・
「
代
理
椹
限
内
ノ
行
爲
ト
代
理
権

限
外
ノ
行
爲
ト
ガ
牽
聯
ス
ル
コ
ト
甚
ダ
遠
ク
第
三
者
ガ
相
當
ノ
注
意
ヲ
爲
ス
ニ
於
テ
ハ
疑
念
ヲ
生
ズ
ル
ニ
足
ル
程
度
ナ
ル
ト
キ
ハ
、
第
三
者
ガ
其

ノ
権
限
ア
リ
ト
信
ズ
ベ
キ
正
當
ノ
理
由
ア
リ
ト
云
フ
ヲ
得
」
な
い
か
ら
、
第
三
者
の
保
護
に
あ
つ
く
本
人
を
保
護
す
る
に
う
す
す
ぎ
る
と
い
う
危

瞼
は
あ
る
ま
い
、
と
読
い
た
。

　
三
　
こ
の
よ
う
に
、
近
時
の
到
例
は
、
こ
の
種
の
事
件
に
つ
き
取
引
上
の
表
見
代
理
の
法
理
を
適
用
す
る
方
向
に
す
す
ん
で
き
た
も
の
で
、
多

く
の
有
力
塑
馨
支
持
を
み
て
発
が
（
糊
耀
講
聾
蘇
馴
謹
舞
踊
磁
畢
軸
縫
璽
雄
転
職
灘
夢
本
件
鍵
は
、
こ

の
傾
向
を
確
定
的
な
も
の
に
し
た
と
い
う
こ
と
が
ξ
る
（
翻
輪
贈
讐
灘
繭
呈
産
量
婁
騒
）
．
ま
た
學
馨
、
到
例
の
攣
化
に

多
少
の
疑
問
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
（
撤
鑑
灘
灘
議
黎
篭
頁
、
Y
あ
わ
せ
て
、
そ
の
疑
問
を
解
消
し
た
と
も
い
え
よ
う
．

　
と
こ
ろ
が
、
本
件
到
決
は
、
村
長
の
借
入
金
受
領
行
爲
に
つ
い
て
民
法
二
〇
條
の
類
推
適
用
の
あ
る
べ
き
こ
と
を
示
し
つ
つ
、
實
は
、
原
審

剣
決
に
［
第
三
者
力
其
椹
限
ア
リ
ト
信
ス
ヘ
キ
正
當
ノ
理
由
」
が
あ
る
か
ど
う
か
の
到
断
に
つ
い
て
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
勲
の
十
分

な
検
討
を
怠
つ
た
も
の
と
し
て
、
破
棄
・
差
戻
を
し
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
件
到
決
は
表
見
代
理

の
法
理
の
解
繹
・
適
用
を
い
つ
そ
う
精
密
に
し
た
も
の
と
評
慣
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
四
　
地
方
自
治
法
に
よ
る
と
、
町
村
長
の
椹
限
に
つ
き
一
般
に
「
當
該
普
通
地
方
公
共
團
鰹
を
統
轄
し
、
こ
れ
を
代
表
す
る
」
（
炉
細
）
と
定
め

る
と
と
も
に
、
そ
の
事
務
の
管
理
・
執
行
や
澹
任
事
務
の
範
園
に
つ
い
て
も
定
め
て
い
る
（
衡
肥
私
）
。
他
方
、
同
法
は
、
町
村
に
牧
入
役
を
お
く

べ
き
こ
と
を
定
め
（
衛
款
廊
）
、
こ
の
牧
入
役
が
現
金
・
物
品
の
出
納
そ
の
他
の
會
計
事
務
な
ど
を
つ
か
さ
ど
る
べ
き
こ
と
と
し
て
い
る
（
ぴ
徽
）
。

ま
た
、
町
村
の
豫
算
外
の
借
入
金
に
つ
い
て
は
、
同
法
に
よ
軌
町
村
議
會
の
議
決
す
べ
き
事
項
と
　
れ
て
い
る
（
動
獄
蹄
一
）
。

　
し
た
が
つ
て
、
本
件
の
ご
と
き
豫
算
外
借
入
金
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
ま
ず
借
入
を
な
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
議
會
の
議
決
を
要
し
、
こ
の
議
決
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に
も
と
づ
い
て
、
町
村
長
に
は
同
議
決
の
定
め
た
借
入
を
な
し
う
る
椹
限
を
生
じ
、
こ
れ
に
よ
つ
て
借
入
の
契
約
を
し
、
牧
入
役
が
そ
の
命
令
を

う
け
て
現
金
の
受
領
に
あ
た
る
こ
と
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
意
昧
に
お
い
て
、
本
件
の
ご
と
き
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
民
法
一
一
〇
條
の
表
見
代

理
の
法
理
を
適
用
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
町
村
議
會
の
議
決
に
よ
つ
て
町
村
長
に
借
入
に
つ
い
て
の
権
限
の
生
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の

議
決
な
し
に
は
、
町
村
長
に
は
何
ら
借
入
に
か
ん
す
る
権
限
な
く
、
権
限
超
過
と
い
う
観
念
も
あ
り
え
な
い
か
ら
、
民
法
一
一
〇
條
を
適
用
す
べ

き
鑑
妻
い
こ
と
と
馨
（
勤
璽
耳
蘇
Y
本
件
に
お
い
て
は
、
二
五
〇
萬
圓
嵩
で
借
入
窪
し
乞
旨
の
村
議
會
の
議
蒙
奢
、
村

長
の
借
入
れ
た
額
は
五
〇
萬
圓
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
金
額
の
黙
で
は
、
む
し
ろ
何
ら
の
超
過
も
な
い
。
本
件
に
お
け
る
問
題
の
中
心
は
、
現
金
の

出
納
は
牧
入
役
に
お
い
て
な
す
べ
き
事
項
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
長
自
身
に
お
い
て
借
入
金
を
受
領
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
本
件
到
決
が

前
例
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
昭
和
一
六
年
の
大
審
院
到
決
は
、
一
千
圓
借
入
の
村
會
決
議
の
決
議
書
を
七
千
圓
借
入
の
ご
と
く
儒
造
し
、
村
長
・

牧
入
役
共
謀
の
上
で
七
千
圓
借
入
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
、
一
干
圓
を
こ
え
た
金
額
に
つ
い
て
民
法
一
一
〇
條
の
権
限
超
過
の
間
題
を
生
じ
た
も

の
で
あ
り
、
こ
の
黙
に
お
い
て
、
本
件
と
の
あ
い
だ
に
は
、
無
親
で
き
な
い
相
違
黙
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
現
金
出
納
の
穫
限
の
な
い
村
長
が
、
勝
手
に
借
入
金
を
受
領
し
た
本
件
に
お
い
て
は
、
あ
る
い
は
無
槽
限
の
者
の
な
し
た
行
爲
と
も
考
え
ら

れ
、
民
法
一
一
〇
條
適
用
の
根
接
が
疑
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
件
の
ご
と
き
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
代
理
権
な
る
も
の

を
嚴
格
に
取
扱
う
こ
と
は
、
取
引
の
現
状
か
ら
み
て
、
き
わ
め
て
不
合
理
な
結
果
を
生
ず
る
お
そ
れ
も
あ
り
、
ま
た
】
一
〇
條
に
お
け
る
代
理
権

の
存
在
を
嚴
格
に
考
え
る
必
要
な
し
と
す
る
近
時
の
到
例
・
學
読
の
傾
向
に
も
適
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
、
本
件
に
つ
い
て
一
U
O
條

の
類
推
適
用
を
み
と
め
た
第
一
審
お
よ
び
第
二
審
到
決
は
正
當
で
あ
り
、
こ
の
黙
を
是
認
し
た
本
到
決
も
ま
た
誤
つ
て
は
、
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
一
〇
條
は
取
引
上
の
第
三
者
保
護
に
名
を
か
り
て
、
結
果
と
し
て
は
本
入
に
責
任
を
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
條
の
蓮

用
に
あ
た
つ
て
は
、
同
時
に
本
人
の
利
盆
と
の
調
和
を
も
十
分
に
考
慮
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
條
が
「
其
権
限
ア
リ
ト
信
ス
ヘ
キ
正

當
ノ
理
由
ヲ
有
セ
シ
ト
キ
」
と
い
う
要
件
を
定
め
る
の
は
、
も
と
よ
り
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
黙
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
村



長
の
借
入
申
込
に
慮
諾
し
現
金
を
引
渡
し
た
恩
給
組
合
刃
が
、
右
の
「
正
當
ノ
理
由
」
を
有
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
特
別
の
事
情
が
あ
つ
た
か
ど

う
か
は
、
か
な
ら
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
原
審
到
決
に
お
い
て
も
、
こ
の
熟
の
究
明
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
と
に
、

現
金
の
出
納
事
務
は
牧
入
役
の
專
穫
に
ぞ
く
し
、
村
長
は
そ
の
権
限
を
有
し
な
い
こ
と
が
法
令
の
規
定
上
明
ら
か
な
の
だ
か
ら
、
や
は
り
表
見
代

理
を
み
と
め
る
た
め
に
は
、
一
一
〇
條
に
い
う
「
正
當
ノ
理
由
」
の
存
否
に
つ
い
て
十
分
に
審
理
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
こ
の
問

題
を
指
摘
し
て
原
到
決
を
破
棄
し
た
本
到
決
は
、
た
し
か
に
委
當
な
態
度
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
し
て
、
上
告
理
由
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
刃
・
Ψ
間
の
借
入
行
爲
が
行
わ
れ
た
當
時
の
刃
の
事
務
捲
當
者
は
現
に
町
長
と
し
て
の

職
に
あ
り
、
か
つ
書
類
の
作
成
に
あ
た
つ
た
者
も
永
く
縣
聴
に
奉
職
し
た
経
験
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
町
村
關
係
の
事
務
に
は
相
當
に
通
じ
て
い
た

は
ず
で
あ
り
、
し
か
も
借
入
先
を
大
藏
省
預
金
部
ま
た
は
｝
般
銀
行
と
指
示
し
て
あ
る
村
禽
決
議
書
の
抄
本
を
呈
示
さ
れ
、
そ
の
内
容
を
讃
ん
で

承
知
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
わ
れ
る
事
實
が
あ
る
、
な
ど
の
諸
事
情
は
、
や
は
り
輕
覗
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
た
だ
、
刃
の
事
務

局
長
が
ツ
と
か
ね
て
熱
知
の
間
柄
で
あ
つ
た
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
Ψ
の
無
穰
限
を
知
り
な
が
ら
ー
よ
く
い
え
ば
好
意
的
に
、
悪
く
い

え
ば
通
謀
し
て
ー
あ
え
て
貸
出
に
慮
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
し
で
が
ま
し
い
推
測
で
は
あ
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
本
件
に
つ
い
て
一
一
〇

條
の
「
正
當
ノ
理
由
」
が
あ
つ
た
か
ど
う
か
は
、
は
な
は
だ
疑
わ
し
い
わ
け
で
あ
り
、
破
棄
・
差
戻
を
命
じ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
適
切
な
塵
置
で

あ
つ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
五
　
な
お
、
す
す
ん
で
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
種
の
事
件
に
つ
い
て
、
民
法
コ
O
條
を
一
般
の
私
的
取
引
の
場
合
と
全
く
同
じ
よ
う
に
解

繹
・
適
用
し
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
、
多
少
の
疑
問
が
な
い
で
も
な
い
。
表
見
代
理
の
成
立
の
根
嫁
と
な
る
「
権
限
」
に
つ
い
て
何
か
特
別
の
要

』
件
を
老
え
る
べ
き
か
ど
う
か
（
鯨
馴
舗
針
賂
〉
。
あ
る
い
は
、
す
く
な
く
と
も
、
二
〇
條
滴
、
用
の
さ
い
に
、
「
正
當
ノ
理
由
」
の
認
定
を
一
般
の

私
的
取
引
の
場
合
に
お
け
る
よ
り
も
き
び
し
く
す
る
と
い
う
よ
う
な
技
術
的
操
作
を
加
え
る
べ
き
か
ど
う
か
。
ー
こ
の
よ
う
な
諸
黙
に
つ
い
て

何
ら
ふ
れ
る
と
こ
ろ
な
く
、
あ
つ
さ
り
破
棄
差
戻
を
し
て
し
ま
つ
た
本
鋼
決
に
は
、
ど
う
し
て
も
何
程
か
物
足
り
な
い
感
じ
を
冤
れ
な
い
よ
う
で
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あ
る
。
こ
の
よ
う
な
物
足
り
な
い
印
象
は
受
け
る
に
せ
よ
、
結
論
的
に
は
、
本
到
決
に
賛
成
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

本
裂
砦
い
て
は
、
串
警
の
群
（
響
墓
）
奮
る
（
翻
螺
二
）
．

（
田
　
中

實
）


